
（別記）

令和７年度ＪＡあさひかわ地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン

１ 地域の作物作付の現状、地域が抱える課題

ＪＡあさひかわは合併農協であり、その耕地は水田農業推進ビジョンを従来作成して

いた地域で数えると、旭川市より５地域、鷹栖町より１地域の合計６地域で構成されて

います。

道内有数の米所である上川地区の例に漏れず、耕地の大半は比較的平坦であり、良質

米の生産に適しています。生産調整が実施される中、加工用米等の作付に取り組み、水

張面積の維持拡大に努めています。

畑作転作においては、それぞれの地域でコントラクター事業や受託作業組合が発達

し、麦・大豆・そばといった土地利用型作物を戦略作物に据え、一定の品質及び数量を

確保するべく作付を行ってきました。

野菜については、大規模畑作転作が不可能な地域でも、水稲との複合経営を行う柱と

して、地域の特性にそった多種多様な品目が作付されています。近年は、農産物価格の

低迷や、生産者の高齢化・担い手の経営面積大規模化による労働力不足により、野菜の

作付面積は年々減少しています。

飼料作物においては、大規模酪農地域を有することもあり、耕畜連携の考えに基づ

き、耕種農家の生産調整対策および酪農生産者の振興を目的として、一定の牧草地によ

る収穫物を酪農家へ安定供給し、地域農業の底上げに努めています。

しかし、全体的に転作田において作付する品目は収量・品質ともに、より上を目指す

事が可能であり、適期刈取や適切な施肥管理、新たに必要な取組を行い収益力の向上に

努めます。

その他の作付においては、条件不利地や労働力不足による耕作放棄地候補が増大する

中、地力増進作物や景観形成作物の作付により、農地を保全管理し、地域全体として水

稲をはじめ農作物の生産に適した環境を維持しております。

生産性の向上に資する作物として、既存生産者及び新規就農者に対し高収益作物を

推進します。あわせて旭川青果物出荷組合連合会や鷹栖振興公社等、各関係機関との

連携を強化し、付加価値額を高めます。

また、農協が運営する農産物直売所等に出荷し地産地消を推進し、消費者の需要に

即した旭川・鷹栖町産野菜を振興します。

３ 畑地化を含めた水田の有効利用に向けた産地としての取組方針・目標

ＪＡあさひかわ地区は優良な米産地であり、水稲の水張面積を維持し、米の生産出

荷をより良質な状態に改善しつつ維持していきたい、という基本方針であります。酪

農生産者も有しているため、飼料作物の安定的な作付を行います。また、国営・道営

といった基盤整備事業を活用しつつ、受託組織により省力化を進めた麦・大豆・蕎麦

等の畑作においては、需要にあわせた水稲とのブロックローテーションを構築し、連

作障害を防ぐとともに反収の向上に努めます。

圃場の筆単位での水稲作付年度を記録管理するとともに、経営所得安定対策申請者

ひとりひとりに圃場状況と今後の作付意向を聞き取りしています。農業者の意向と圃

場条件等を鑑み、水稲とのローテーションを行うより畑作の定着を進めた方が農業収

２ 高収益作物の導入や転換作物等の付加価値の向上等による収益力
強化に向けた産地としての取組方針・目標



入が見込める圃場については、畑地化支援を活用し、より収益性が高く、継続性のあ

る畑作を振興します。

４ 作物ごとの取組方針等

（１）主食用米

主食用米の主産地として、水稲作付希望者全員に対し生産の目安に準じた数量の

一律配分を実施し、需要に応じた作付を行います。

（２）備蓄米

あさひかわ地域の水田面積維持のため、需要に即した生産を図ります。

（３）非主食用米

ア 飼料用米

あさひかわ地域の水田面積維持のため、生産の目安の配分により生じた水稲転作

を、各種非主食用米の需要に応じて作付生産を図ります。

イ 米粉用米

あさひかわ地域の水田面積維持のため、生産の目安の配分により生じた水稲転作

を、各種非主食用米の需要に応じて作付生産を図ります。

ウ 新市場開拓用米

あさひかわ地域の水田面積維持のため、生産の目安の配分により生じた水稲転作

を、各種非主食用米の需要に応じて作付生産を図ります。

エ WCS 用稲

あさひかわ地域の水田面積維持のため、生産の目安の配分により生じた水稲転作

を、各種非主食用米の需要に応じて作付生産を図ります。

オ 加工用米

あさひかわ地域の水田面積維持のため、生産の目安の配分により生じた水稲転作

を、各種非主食用米の需要に応じて作付生産を図ります。

（４）麦、大豆、飼料作物

米に続く産地の形成を実現するため、小麦・大豆（黒大豆含む）といった換金性の

高い土地利用型作物による作付け推進を積極的に展開し、高品質・安定生産のできる

生産基盤の強化を目標に取り進めます。

また、利用供給協定に基づき飼料作物を地域内の有畜農家へ安定供給することによ

り、地元資源を有効に活用し地域全体の農業力を高めます。

更に、耕畜連携を継続し耕種農家と畜産農家の連携を深め、相互扶助による地域活

性化を行います。

（５）そば、なたね

地域名がついたブランド蕎麦を根幹に、生産力・高品質化を踏まえつつ近隣の水稲

圃場に考慮した生産調整作物として作付けを展開し、需要に即した生産を目標に取り

進めます。



（６）高収益作物

消費者に安心して選択してもらえる青果物の産地を目指し、人・環境に優しいクリ

ーン農業に取り組んで参ります。

５ 作物ごとの作付予定面積等 ～ ８ 産地交付金の活用方法の明細

別紙のとおり

※ 農業再生協議会の構成員一覧（会員名簿）を添付してください。



別紙

５　作物ごとの作付予定面積等
（単位：ha）

うち
二毛作

うち
二毛作

うち
二毛作

2,295.308 0.000 2,300.000 0.000 2,300.000 0.000

102.250 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

207.376 0.000 125.000 0.000 125.000 0.000

53.840 0.000 50.000 0.000 50.000 0.000

89.129 0.000 92.000 0.000 94.000 0.000

0.000 0.000 3.000 0.000 3.000 0.000

100.621 0.000 200.000 0.000 200.000 0.000

110.733 0.000 125.000 0.000 125.000 0.000

268.548 0.000 295.000 0.000 295.000 0.000

160.202 0.000 200.000 0.000 200.000 0.000

・子実用とうもろこし 6.723 0.000 7.000 0.000 7.000 0.000

383.858 0.000 400.000 0.000 400.000 0.000

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

・野菜 55.692 0.000 58.300 0.000 58.300 0.000

・花き・花木 0.497 0.000 1.000 0.000 1.000 0.000

・果樹 1.292 0.000 1.500 0.000 1.500 0.000

・その他の高収益作物 0.815 0.000 1.000 0.000 1.000 0.000

・自家野菜他 33.628 0.000 30.000 0.000 28.000 0.000

257.750 0.000 20.600 0.000 50.000 0.000

※　畑地化の面積については、前年度作付面積等は内数、当年度及び令和８年度作付予定面積等は外数で計上しており、

　　記載方法が異なっています。
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６　課題解決に向けた取組及び目標

前年度（実績） 目標値

（6年度）110.733 （8年度）125.000

（6年度）110.733 （8年度）125.000

（6年度）338 （8年度）350

（6年度）122.022 （8年度）135.000

（6年度）122.022 （8年度）135.000

（6年度）232 （8年度）240

（6年度）146.526 （8年度）160.000

（6年度）146.526 （8年度）160.000

（6年度）277 （8年度）260

（6年度）160.202 （8年度）200.000

（6年度）160.202 （8年度）200.000

（6年度）258 （8年度）350

（6年度）383.858 （8年度）400.000

（6年度）383.858 （8年度）400.000

（6年度）56 （8年度）80

（6年度）0.815 （8年度）1.000

（6年度）55.116 （8年度）68.000

（6年度）1.073 （8年度）1.300

（6年度）1.292 （8年度）1.500

（6年度）160.202 （8年度）200.000

（6年度）16.808 （8年度）19.000

（6年度）300 （8年度）400

（6年度）160.202 （8年度）200.000

（6年度）0.000 （8年度）1.000

（6年度）383.858 （8年度）400.000

（6年度）89.1293 （8年度）94.000

※　必要に応じて、面積に加え、取組によって得られるコスト低減効果等についても目標設定してください。
※　目標期間は３年以内としてください。

2 大豆 収益力向上取組助成
作付面積(ha)
取組面積(ha)
反収(kg/10a)

整理
番号

対象作物 使途名 目標

1 小麦・はだか麦 収益力向上取組助成
作付面積(ha)
取組面積(ha)
反収(kg/10a)

3 黒大豆 収益力向上取組助成
作付面積(ha)
取組面積(ha)
反収(kg/10a)

4 飼料作物 収益力向上取組助成
作付面積(ha)
取組面積(ha)
反収(kg/10a)

5 蕎麦 収益力向上取組助成
作付面積(ha)
取組面積(ha)
反収(kg/10a)

6 小豆 地域振興作物加算 作付面積(ha)

7 野菜・花卉 地域振興作物加算 作付面積(ha)

8 原料トマト 地域振興作物加算 作付面積(ha)

9 果樹 地域振興作物加算 作付面積(ha)

10 飼料作物
資源循環助成
（耕畜連携）

作付面積(ha)
取組面積(ha)
反収(kg/10a)

11 飼料作物
水田放牧助成
（耕畜連携）

作付面積(ha)
取組面積(ha)

12 蕎麦
蕎麦作付助成
（追加配分）

作付面積(ha)

13 新市場開拓用米
新市場開拓用米取組拡
大助成（追加配分）

作付面積(ha)



７　産地交付金の活用方法の概要

都道府県名：北海道

協議会名：ＪＡあさひかわ地域農業再生協議会

1 収益力向上取組助成 1 19,600 小麦・はだか麦 生臭黒穂病対策防除他

2 収益力向上取組助成 1 14,700 大豆 ダイズシストセンチュウ抵抗性品種導入他

3 収益力向上取組助成 1 22,000 黒大豆 株間除草機使用他

4 収益力向上取組助成 1 11,400 飼料作物 掃除刈実施他

5 収益力向上取組助成 1 22,000 蕎麦 微量要素肥料施肥他

6 地域振興作物加算 1 29,400 小豆 作付面積に応じて支援

7 地域振興作物加算 1 26,100 野菜・花卉 作付面積に応じて支援

8 地域振興作物加算 1 36,800 原料トマト 作付面積に応じて支援

9 地域振興作物加算 1 7,300 果樹 作付面積に応じて支援

10 資源循環助成 （耕畜連携） 3 9,800 飼料作物 堆肥施肥他

11 水田放牧助成 （耕畜連携） 3 9,800 飼料作物 水田放牧他

12 蕎麦作付助成 （追加配分） 1 20,000 蕎麦 作付面積に応じて支援

13 新市場開拓用米取組拡大助成（追加配分） 1 20,000 新市場開拓用米 作付面積に応じて支援

※１　二毛作及び耕畜連携を対象とする使途は、他の設定と分けて記入し、二毛作の場合は使途の名称に「○○○（二毛作）」、耕畜連携の場合は使途の名称に「○○○（耕畜連携）」と記入してくだ
さい。
　　　ただし、二毛作及び耕畜連携の支援の範囲は任意に設定することができるものとします。
　　　　なお、耕畜連携で二毛作も対象とする場合は、他の設定と分けて記入し、使途の名称に「○○○（耕畜連携・二毛作）」と記入してください。
※２　「作期等」は、基幹作を対象とする使途は「１」、二毛作を対象とする使途は「２」、耕畜連携で基幹作を対象とする使途は「３」、耕畜連携で二毛作を対象とする使途は「４」と記入してください。
※３　産地交付金の活用方法の明細（個票）の対象作物を記載して下さい。対象作物が複数ある場合には別紙を付すことも可能です。
※４　産地交付金の活用方法の明細（個票）の具体的要件のうち取組要件等を記載してください。取組要件が複数ある場合には、代表的な取組のみの記載でも構いません。

取組要件等
※４

整
理
番
号

使途
※１

作
期
等
※２

単価
（円/10a）

対象作物
※３


